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【教育長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通告順 ４ 
質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
学力日本一の村から何を学ぶか 

質問 

内容 

  

沼田学園では、一貫・連携教育を推進し、「沼田っ子アクションプラン」

を掲げ、沼田ならではの希望に満ちた豊かな学びの実現に向けて尽力され

ている。 

しかし、常に進取の発想を持ち、「学力の日本一を目指す」ことが必要

ではないか。沼田学園の研修では、先進地を訪れたり、学力日本一の秋田

県東成瀬村の鶴飼孝元教育長を招聘し、研鑽に努めたと聞いている。  

東成瀬村は、人口２，５００人、山間部にあり、コンビニは一軒、塾も

ないが、秋田県で一番を維持している良いお手本である。今こそ教育委員

会、学校管理職のリーダーシップが必要だ。「あの島へ行くのだ」と旗を

立ててみんなでそこへ目指す時ではないか。何をもとに旗を立てるのか。

東成瀬村では、管理職が「子どもたちにとって必ず役に立つはずだ」とい

う信念でやっている。良い点は取り入れ徹底的にやって頂きたい。結果が

出ることにより、移住・定住にもつながる。 

町長のまちづくりを受けて、教育長は東成瀬村の教育から何を学んで

どう進めようとしているのか、現状と課題は何か。  
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【町長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通告順 ５ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
男性職員の育休取得を進めるためには 

質問 

内容 

 

昨年３月の定例会でジェンダー平等問題を取り上げた際に指摘したと

おり、日本はこの問題において後進国である状況は今もあまり変わってい

ない。 

 取り組み状況を示す一つの指標として、今回は男性職員の育児休業取得

状況について取り上げたい。先日、国家公務員の男性育休取得率が初めて

７割を超えたとの報道があった。内閣府が公表している調査資料によれ

ば、道内の自治体においても明らかに取得率が上昇している状況が見られ

る(資料１)。 

そのような中、沼田町においては、依然としてゼロの状況が続いている。

令和３年の法改正で使用者側に雇用環境の整備や所定事項の周知と意向

確認が義務づけられたが、沼田町ではどのように取り組んできたのか。  

男性に限らず女性においても、長期の休暇を取得する前提として有給の

消化など解決すべき課題が残っていることと推察する。働きやすい環境整

備を進め、男性職員も安心して育休が取得できる環境が整えば、結果とし

てジェンダー平等の取り組みも進むのではないかと思うが、町長の考えを

聞く。 



資料１  

北海道における男性公務員の育児休業取得率 

 
 令和３年（２０２１） 全国平均26.9％            令和１年（２０１９） 全国平均 11.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （青が沼田町で取得率はいずれの年も０％）   

内閣府 市区町村女性参画状況「見える化マップ」より  
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【町長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通告順 ６ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
沼田弾薬支処の機能強化の内容は  

質問 

内容 

 

９月１８日付の北海道新聞によると、防衛省が来年度から他国領域の基

地を攻撃する反撃能力を持つ長射程ミサイルなどの保管先を道内６カ所

の分屯地で強化する計画を進めており、沼田町もそのひとつに該当するこ

とが明らかになった。 

これまでの間に、防衛省からこのような基地機能の強化に関わって沼田

町には打診があったのか。もし国から何も動きがなかったのであれば、町

は国に対して計画の内容を確認したのか。 

 



資料１ 自衛隊施設強靱化工事のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 4年 12 月 23 日 防衛省整備計画局 「自衛隊施設の強靱化に向けて」 8 ページ 



資料 2 自衛隊施設強靱化工事対象施設の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 5年 11 月 7・8 日 防衛省整備計画局 「自衛隊施設の強靱化に向けて」第 7回意見交換会参考資料 12 ページ 


